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学
界
消
息

R
【
本
考
｝
自
醐
†
惚
剛
ム
四
　
　
暇
㎎
脚
隅
知
朋
四
回
（
）
年
三
民
ホ
入
ム
ム

　
昭
和
四
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
～
一
一
月
一
羅

　
於
励
府
大
学
文
学
部

　
雫
水
台
遺
跡
K
S
F
～
蔓
地
点
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐
分
直
一
・
盤
藤
　
暁

　
宙
口
市
葵
濃
ケ
流
い
嵩
土
の
三
二
器
と
洪
紘
蝋
層
お
よ
び

　
　
海
嫌
段
丘
　
　
　
　
　
　
小
野
三
三
・
河
野
通
弘

　
宙
q
照
盤
浦
郡
豊
浦
晦
田
島
會
地
の
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
限
分
直
一
・
太
沼
用
太
郎
・
伊
原
晃
融

　
　
　
　
　
　
　
後
藤
三
章
・
伊
東
照
雄

　
宮
崎
県
下
職
ケ
瀬
、
川
流
域
の
洞
穴
調
査
鈴
木
　
重
給

　
有
否
尖
頭
器
を
出
土
し
た
新
潟
県
中
林
遣
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
沢
　
長
介

　
長
崎
↓
県
佐
世
保
市
岩
下
洞
｛
八
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麻
生
　
優
・
川
崎
義
雄

　
一
九
六
五
年
度
帝
釈
峡
遺
跡
群
の
発
掘
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
松
糠
寿
和
・
杉
原
荘
介
・
戸
沢
充
姻

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
等
・
潮
見
　
浩

　
兵
暉
県
芦
堅
市
朝
見
ケ
丘
椰
縄
文
紬
忌
明
遣
跡
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
川
行
弘
・
灘
野
博
儒

栃
木
県
大
谷
寺
澗
…
穴
遺
跡
の
調
査

　
　
　
　
　
　
辰
己
四
郊
・
大
和
久
震
平
・
塙
　
静
夫

千
葉
県
松
戸
市
貝
の
花
興
塚
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
野
　
元
・
闘
浪
孝
夫

新
潟
県
長
郡
市
山
石
野
原
遣
跡
の
炉
地
・
往
贋
坑
に
つ

　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
痢
・
村
孝
三
郎

棄
京
都
晦
鷹
市
山
略
遺
跡
の
第
一
次
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
常
晴

宮
斌
県
由
王
機
雷
の
発
掘
　
　
伊
寅
一
信
雄
・
芹
沢
長
介

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
玄
三
・
林
　
謙
作
・
工
藤
雅
樹

高
知
県
中
村
貝
塚
閏
土
の
遺
物
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
岡
本
健
児
・
広
照
典
夫
・
片
岡
鷹
介

東
京
都
八
丈
島
湯
浜
で
発
見
さ
れ
た
石
器
時
代
遣
跡

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
戸
沢
充
製
・
杉
原
襲
介

野
田
市
土
台
遺
跡
の
第
二
コ
口
…
調
｛
査
　
　
　
下
津
谷
達
男

縄
文
時
代
に
お
け
る
膠
碧
剤
と
し
て
の
巨
巌
青
の
頒

　
布
範
獺
と
そ
の
疇
期
に
つ
い
て
　
　
　
江
数
　
輝
弥

古
代
東
北
に
お
け
る
製
塩
遺
構
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
牽
：
後
藤
勝
彦

神
奈
蝋
県
川
崎
市
不
動
台
遣
跡
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
常
晴
・
岡
　
俊
彦

若
王
寺
遺
跡
窮
一
次
発
掘
調
査
概
要
　
　
村
川
　
行
弘

飯
塚
市
立
岩
遺
跡
の
甕
棺
葬
と
人
骨

　
　
　
　
　
　
　
児
島
図
入
・
藤
田
　
等
・
永
井
昌
文

栃
あ
小
県
出
ゆ
禰
原
に
お
け
る
弥
生
第
一
代
い
の
墓
祉
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
原
荘
介
・
大
塚
初
重

チ
鵬
栄
眼
我
孫
子
墨
水
神
出
古
墳
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禽
田
芳
郎
・
甘
粕
　
健

茨
域
醸
加
新
治
郡
田
島
超
然
返
大
賢
塚
古
墳
の
発
掘
調

　
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軽
部
慈
恩
・
旧
訳
一
久

巴
型
銅
器
を
照
土
し
た
繭
由
興
塚
調
査
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
　
寄

金
鋼
透
彫
鋳
帯
金
良
バ
に
つ
い
て
　
　
　

綱
干
蓉
教

横
浜
市
西
区
軽
井
沢
…
号
塘
の
調
査

　
甘
粕
　
健
・
二
上
義
弘
・
沼
田
大
多
郎
・
田
中
義
昭

天
理
塚
穴
山
古
墳
調
査
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
江
愚
司
・
白
木
原
瀦
美

千
葉
県
龍
角
寺
古
墳
群
の
調
査
（
焔
第
一
次
）

　
　
　
　
　
　
平
野
一
芸
三
郎
・
中
村
恵
次
・
市
毛
　
勲

玉
出
県
久
米
郡
中
央
町
唐
臼
賓
墳
群
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
等
辺
義
贔
∴
高
橋
　
護
・
松
岡
文
…

埼
玉
察
入
閥
二
丁
金
子
瓦
窯
跡
の
調
査
　
教
詰
　
秀
一

渥
美
半
島
田
原
町
壷
沢
一
の
古
鰹
描
祉
群
「
の
調
査

　
　
　
　
　
吉
田
章
一
郎
・
小
野
田
勝
一
・
藤
成
　
顕

　
　
　
　
　
芳
賀
陽
・
河
合
潔

園
内
昏
種
石
塔
の
初
期
遺
品
年
表
　
　
　
千
々
和
　
実

昭
和
閥
○
年
度
前
半
平
城
宮
跡
調
査
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拓
本
赴
人
・
属
国
　
腎

人
文
地
理
学
会
　
昭
和
四
〇
年
度
大
会

　
昭
和
四
〇
年
一
一
月
三
日
・
四
王

　
於
・

　
三
電
一
県
下
の
遠
洋
漁
業
　
　
　
　
　
　
　
前
国
　
和
夫

　
南
口
の
カ
ツ
オ
漁
業
董
地
銀
騎
と
出
川
　
土
井
　
仙
吉

　
識
凋
鴇
幣
撚
村
に
お
け
る
身
離
漁
二
業
一
山
口
県
の
場
＾
貧
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
宅
　
　
勇

な
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蜜
豆
大
室
山
麓
に
お
け
る
薩
拓
漁
業
の
再
編
成
の
擶

　
向
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
細
井
　
淳
一

松
本
市
鳥
趨
鵬
状
地
に
お
け
る
桑
園
の
水
田
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
酔
　
輝
通

徳
島
新
産
業
都
市
地
域
に
お
け
る
生
産
基
盤
の
造
成

　
と
漁
業
補
償
第
一
報
　
　
　
　
三
見
之
雄

衰
退
過
程
に
お
け
る
北
九
弼
工
業
地
帯

　
　
　
　
　
　
　
井
嵩
策
夫
・
竹
内
淳
彦
・
板
倉
勝
高

工
業
生
産
力
の
増
［
大
と
中
厭
㎜
機
能
の
…
膨
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
倉
　
勝
高

入
口
塊
象
か
ら
み
た
阪
神
周
辺
地
域
の
都
市
化
と
通

　
勤
逓
学
閣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
本
　
　
実

地
域
絡
差
に
関
す
る
若
干
の
分
析
…
一
謄
外
労
働
木

　
幻
を
指
標
と
し
て
！
　
　
　
　
　
渡
辺
　
利
得

名
神
姦
速
道
路
の
利
㎝
川
状
況
と
そ
れ
が
周
辺
地
域
に

　
与
え
た
影
響
　
　
　
　
有
末
　
武
夫
・
松
田
　
　
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
　
　
元
・
宮
知
巳
年
生

対
島
領
田
代
売
薬
行
商
圏
の
成
立
過
程
　
第
二
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
肇

毛
利
藩
藩
政
の
一
畿
4
3
職
蹴
　
　
　
　
　
　
由
澄
　
　
光

郷
土
の
人
物
に
鮒
す
る
瓢
儲
の
地
理
酌
意
義
i
麺

　
濤
本
の
場
A
阿
一
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
　
徳
爾

中
醐
・
四
国
地
方
の
往
家
の
一
特
質
…
一
広
間
中
心

　
型
間
坂
の
　
型
、
気
の
系
譜
一
　
　
　
佐
藤
八
次
郎

幽
晦
の
畏
家
に
現
わ
れ
た
裏
日
本
式
気
候
の
影
響
に

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
　
秀
雄

　
フ
ラ
ン
ド
ル
の
散
居
藤
溝
農
勝
　
　
　
　
谷
岡
　
欧
雄

〈
特
瑚
研
究
発
表
〉

わ
が
顯
と
英
国
の
村
落
発
達
の
比
較
歴
史
地
理
酌
考

　
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
重
　
　
進

わ
が
閑
社
会
文
化
現
象
の
地
理
的
研
究
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
　
轍

中
京
大
都
市
隅
の
地
域
織
　
造
と
㎜
油
然
試
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俳
藤
　
郷
平

地
域
計
護
の
た
め
の
地
理
学
的
準
備
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
騨
弘
太
郎

〈
エ
ク
ス
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
　
（
一
て
月
五
日
）

A
コ
ー
ス
　
’
輝
歌
山
紀
北
海
山
回

8
コ
ー
ス
　
琵
琶
湖
一
周

史
学
ム
瓢
　
窮
六
山
一
四
四
圃
大
ム
ム
　
（
斜
立
照
照
周
年
記
念
）

　
昭
和
四
〇
年
⊥
　
｝
月
臓
卜
・
七
謎

　
於
・
東
京
火
学

く
日
本
史
部
会
V

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代
末
期
史
の
諸
問
題
」

院
政
期
の
政
治
形
能
心

在
地
旧
里
綱
の
展
開

　
「
職
」
を
め
ぐ
っ
て

院
政
期
文
化
の
特
質

〈
東
洋
史
部
会
〉

中
鷺
　
股
代
の
国
家
搬
　
造

大網安懸
垂野田本

郷善元義
雄彦久彦

影
股糞

髭
漿ヨ

駈
　獲
　
毒

糠
叢雲

　
イ
ギ
リ
ス
革
命
の
限
際
環
境

　
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
の
国
際
環
境

　
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
照
際
環
境

　
一
八
四
八
年
革
命
の
口
際
関
係

　
第
一
次
世
界
大
戦
と
ロ
シ
ア
革
命

　
ヂ
イ
ツ
革
命
の
隈
際
関
係

東
幽
力
学
ム
質
　
第
十
五
会
ム
昌
昌
舛
醐
鵜
ム
阻

　
昭
和
四
〇
年
一
一
月
九
縫

於
・
早
稲
田
大
学

〈
講
演
〉

　
古
道
教
と
仏
教
と
の
交
渉
に
つ
い
て

　
漢
代
に
お
け
る
人
物
画
像
に
つ
い
て

中
国
　
皇
帯
支
配
擬
度
の
形
威
㎝
　
　
　
翼
壁
　
驚
生

イ
ソ
ヂ
　
ア
シ
ョ
；
カ
の
政
治
の
歴
史
的
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
騎
　
利
男

満
州
　
清
太
宗
の
大
清
国
戒
立
過
程
　
　
神
田
　
信
男

満
州
　
清
太
祖
の
後
金
成
立
過
程
　
　
　
三
田
村
泰
助

ジ
ュ
ソ
ザ
ル
　
最
後
の
遊
牧
騎
馬
畏
王
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
口
　
　
透

粥
詔
　
南
認
貫
籍
形
成
に
お
け
る
部
族
組
織
の
構
成

　
と
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
鳥
芳
郎

イ
ス
ラ
ム
　
シ
ャ
イ
フ
・
マ
マ
番
同
蒋
・
カ
リ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
眠
　
製
平

く
閥
洋
史
部
会
V

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
市
民
革
命
の
圏
際
環
境
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
二
二
＼

村岩林井富　浜
　　闘　　上田林瀬

　
玉
弓
フ

　
虎
男

　
幸
治

健
太
郎

　
　
徹

　
興
雄

織
井
　
康
頗

長
広
　
敏
雄
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学界消息
立
教
大
学
史
学
会
　
大
会

　
昭
和
四
〇
年
一
一
月
一
三
a

於
・
立
教
大
学

　
建
具
工
業
地
域
の
特
質
と
そ
の
地
理
的
塞
底
に
つ

　
て

答
志
島
の
属
俗

ザ
ヴ
ィ
エ
ル
の
日
本
観

縄
文
時
代
の
磨
製
石
斧
に
つ
い
て

伝
世
品
よ
夢
み
た
近
世
の
平
泉
中
尊
寺

ウ
ァ
レ
リ
ウ
ス
・

中
圏

小
坂

鈴
本

森
川

中
川

い
栄
一広

志
武
次

畠
和

成
夫

　
　
　
　
　
　
　
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
法
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
　
秀

明
治
中
期
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
閥
題
点
　
遠
矢
　
徽
志

孫
権
の
夷
洲
∴
鷺
洲
彰
徳
に
つ
い
て
　
　
手
塚
隆
義

現
選
議
員
設
立
建
由
と
奥
嘗
禮
斎
　
　
大
久
保
利
目

二
本
史
高
校
教
科
書
に
お
け
る
皇
悶
史
観
と
近
代
化

　
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
田
　
昭
次

〈
公
開
講
演
〉

赫
田
…
囲
発
の
地
域
的
展
淵
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
利
夫

大
塚
史
学
会
　
大
会

　
昭
和
圏
○
年
一
一
月
一
三
日
・
一
四
日

〈
第
「
日
〉

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
と
近
代
一
儲
ア
ジ
ア
に

　
　
お
け
る
十
九
世
紀
後
誰
の
変
革
と
主
体
i
」

　
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
経
済
上
総
…
と
階
級
闘
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
俊
輔

中
繍
に
お
け
る
十
九
世
紀
後
半
の
社
会
情
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
村

〈
笙
百
〉

〈
日
本
史
部
会
V

神
話
の
編
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
畑

中
世
酌
郡
郷
舗
の
成
立
に
つ
い
て
　
　
　
小
肉

中
世
村
落
に
お
け
る
生
溢
力
に
つ
い
て
　
島
田

中
世
真
宗
諸
派
の
思
想
に
つ
い
て
　
　
鶴
．
田

下
総
圏
「
欝
…
川
関
所
…
」
の
古
文
欝
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
地

近
世
後
期
に
お
け
る
農
村
構
造
と
村
方
騒
動

一
美

鋭　　～欠　　藍穿　讃三

　　　郎惣一
重
孝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
伸
三

化
政
期
の
松
代
藩
農
政
と
養
蚕
業
　
　
　
松
田
　
之
利

伊
那
麟
学
と
地
主
制
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
賀
　
　
登

日
本
帝
剛
糊
主
義
照
家
の
成
立
　
　
　
　
　
平
田
　
哲
男

〈
策
洋
史
部
会
〉

衷
了
凡
一
心
越
県
に
お
け
る
減
糧
に
つ
い
て
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貌
、
た
可
　
　
斧
．
諺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ツ
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
烹
丁
…
不

離
宋
・
安
徽
省
蕪
湖
県
に
お
け
る
抗
穆
小
島
　
淑
男

漢
魏
時
代
に
お
け
る
河
照
の
発
展
　
　
　
後
薩
…
　
嫌

い
わ
ゆ
る
禁
煙
運
動
の
展
開
過
程
に
お
け
る
抵
抗
派

　
の
思
想
的
動
向
一
と
く
に
黄
土
滋
の
場
合
に
つ

　
い
て
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
正
美

三
代
の
佃
戸
と
口
碑
・
薩
傭
…
入
に
つ
い
て
　
丹
　
喬
二

明
末
清
初
に
お
け
る
奴
変
の
社
会
的
背
景
一

　
主
と
し
て
徽
州
府
下
の
所
有
関
係
を
め
ぐ
っ
て
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
本

清
末
歌
巻
会
の
興
起
と
李
世
忠
　
　
　
　
渡
辺

〈
西
洋
史
部
会
〉

　
「
九
八
年
の
世
代
」
と
ス
ベ
イ
ソ
の
歴
史
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
沢

第
十
二
阿
賦
際
歴
史
学
会
に
参
加
し
て
　
橋
口

古
代
遺
跡
め
ぐ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉

惇直．
　倫龍
勇介生

日
本
史
研
空
忘
　
大
会

昭
和
四
〇
年
一
一
月
二
〇
罎
・
二
一
日

於
　
立
命
餓
大
学

（
第
一
日
）
　
ハ
創
立
二
十
周
年
記
念
講
演
会
〉

　
覇
本
史
研
究
会
の
二
十
年
　
　
　
　
　
　
林
麗
辰
三
郎

歴
史
像
の
分
裂
と
歴
史
教
育
　
　
　
　
　
門
脇
　
車
種

　
現
代
に
生
き
る
歴
史
栄
・
徒
の
任
務
　
　
　
羽
仁
　
五
郎

（
第
工
日
）

　
テ
ー
マ
「
ア
ジ
ア
の
変
革
と
歴
史
報
告
繍
一
現
代

　
　
鷹
史
学
の
方
法
的
批
判
一
1

　
古
代
　

「
↓
〈
化
改
新
」
へ
の
△
刀
析
調
口
角
古
代
史
部
会

中
世
鎌
倉
末
期
の
領
主
と
農
罠
　
　
丸
山
幸
彦

近
世
　
日
本
資
本
空
義
形
戊
の
歴
史
酌
前
提
一
幕

　
藩
体
鰯
解
体
重
土
の
歴
史
的
特
質
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
　
哲

近
代
潟
本
帝
照
主
義
と
朝
鮮
…
三
一
運
動
と

　
　
「
文
化
政
治
」
一
1
　
　
　
　
　
　
　
中
塚
　
　
明
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文
化
史
学
会
　
大
会

　
昭
瀦
四
〇
年
一
一
月
工
七
B

　
於
・
同
志
赴
大
学

　
四
丁
蹉
年
倉
戦
絵
巻
に
目
す
る
二
三
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
秀
男

　
京
五
条
焼
物
仲
間
に
つ
い
て
　
　
　
　
富
井
康
夫

　
日
本
古
代
の
硯
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
浩
一
，

　
ア
メ
リ
カ
革
命
前
に
お
け
る
反
奴
隷
思
網
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
石
　
紀
蝶

　
ア
レ
ク
シ
ス
・
ド
・
ト
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
に
お
け
る
歴
史
的
予

　
　
測
の
問
題
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
中
谷
　
　
猛

　
ド
イ
ツ
一
九
世
紀
六
～
七
〇
年
伐
の
政
治
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
田
　
幸
男

　
散
所
法
師
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
伊
藤
唯
真

　
西
本
顯
…
寺
の
芸
能
　
　
　
　
　
　
　
　

籠
…
谷
其
智
子

　
明
治
書
生
の
受
洗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
井
　
六
郎

　
ボ
ル
ネ
オ
磁
震
伽
調
査
隊
報
止
q

　
　
　
　
　
　
江
畑
　
武
・
石
附
喜
三
男
・
鈴
木
幸
三

〈
公
開
講
演
〉

　
愚
管
抄
の
歴
史
意
識
に
つ
い
て
　
　
　
石
田
　
一
良

関
西
大
挙
史
挙
会
　
大
会
（
関
藤
大
学
創
立
八
十
周
年
記

　
念
）

　
昭
和
四
〇
年
一
二
月
閣
臼

　
於
・
関
西
大
学

　
紀
競
国
名
草
郡
日
前
・
国
樹
両
筥
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
正
一

奈
良
時
代
由
寺
の
宗
教
的
意
義

田
代
尚
露
右
僕
射
の
「
不
知
菌
政
」

鎖
罵
の
形
式
と
投
銀
商
入
の
動
向

漢
の
将
軍

　
遠
藤

に
つ
い
て

　
田
中

　
小
轟

　
大
庭

　仁　　順
脩示勲　昭

八
公
闘
講
淡
》

　
肉
食
と
翼
ー
ロ
　
ッ
パ
債
櫨
肌
田
心
棚
晒
　
　
　
　
　
　
　
鯖
田
　
　
讐
桶
ラ
ぬ

　
四
八
巻
六
号
吉
田
晶
「
平
安
期
の
開
発

　
に
関
す
る
二
・
三
の
問
題
」
正
誤
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

2
頁
下
段
1
7
行
目
　
幾
内
↓
畿
内

3
頁
第
一
表
　
2
番
史
料
　
西
歴
一
〇
〇
九
i
↓

　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
一
〇
一
〇
、
岡
出
典
四
糊
八
－
四
五
三
、
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
一
蕾
史
料
出
典
一
〇
七
〇
↓
一
六
七
〇
、
備
考

　
　
　
　
　
　
む

　
一
の
末
尾
に
②
を
付
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

5
頁
下
段
8
行
臼
　
五
七
三
一
↓
五
七
七
、
同
1
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
行
目
　
曼
茶
羅
寺
↓
曼
茶
羅
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

6
頁
下
段
1
0
行
臼
　
二
〇
八
町
…
↓
二
〇
九
晦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

7
頁
上
段
　
文
永
一
〇
（
一
二
七
三
）
1
↓
七
里

　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
詳
、
　
同
下
段
4
行
犠
日
　
　
六
五
一
頁
－
v
六
五
五

　
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8
頁
下
段
1
5
行
羅
　
五
七
三
1
↓
五
七
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ー2

ﾅ
下
段
1
3
秒
目
　
お
い
は
一
お
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13

ﾅ
誰
⑥
　
さ
れ
る
も
と
も
一
↓
さ
れ
る
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

14

ﾅ
譲
⑮
　
日
本
世
の
一
v
田
本
中
世
の
、
同
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
段
η
行
日
H
　
二
六
〇
1
∀
二
六
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15

ﾅ
上
段
1
5
行
目
　
大
宰
師
一
v
大
宰
帥
、
下
段

　
9
行
羅
　
⑤
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

20

ﾅ
上
段
1
3
行
目
　
四
四
八
↓
四
五
三
、
下
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
1
行
熱
　
五
七
三
i
v
五
七
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

2！

ﾅ
上
段
2
行
目
　
二
四
二
↓
二
五
七
、
七
三

　
歩
一
v
七
四
歩
、
同
4
行
穏
　
三
七
二
一
Ψ
三

　
　
む

　
七
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

24

ﾅ
下
段
8
行
鶏
相
伝
所
領
一
↓
難
相
伝
所
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

25

ﾅ
上
段
1
8
行
嚢
　
厳
重
i
∀
公
翌
、
　
（
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
註
を
と
る
。
下
段
1
行
潤
　
公
重
I
v
公
里
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
む

　
同
1
5
行
厨
　
一
七
九
四
↓
二
〇
八
二
、
岡
1
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
行
目
　
一
八
二
六
号
・
一
八
四
七
号
i
↓
一
二

　
む
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
二
四
号
・
二
一
四
三
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

29

ﾅ
下
段
1
5
行
目
　
臼
本
後
記
逸
文
i
↓
臼
本
紀

　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
略
、
八
年
二
日
i
y
八
年
二
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む

30

ﾅ
註
③
、
一
八
二
六
↓
一
幕
ニ
四
、
一
八
四

　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
七
一
↓
二
一
四
三
、
註
④
　
封
建
制
所
立
…
↓

　
　
　
　
む

　
封
建
制
成
立

一
九
六
六
年
二
月
二
五
日
印
刷

「
議
八
六
六
年
「
二
月
　
　
　
臼
発
行

吏

発
行
所

印
覇
所

　
　
　
　
　
　
定
価
三
〇
〇
円

　
林
（
錆
陽
九
讐
第
二
号
）

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
心
学
文
学
部
内

　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
～
五
五
番

　
二
丁
長
田
村
実
造

　
京
都
市
下
京
区
西
七
条
御
祈
ノ
内
中
町
五
〇

　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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